
令和５年度介護事業所業務革新推進事業業務委託企画提案質問 回答書

番号 回答

【令和 4 年度取組成果の普

及について】

1. 成果物資料について

（仕様書：５実施内容）

2. 普及対象について

（仕様書：５実施内容）

【更なる業務改善の支援に

ついて】

3. 支援事業所数について

（仕様書：５実施内容）

4. 支援対象サービス種別

について

（仕様書：５実施内容）

Ｑ１ 令和４年度に実施した取組成果を普及するため

には、事業成果の詳細がわかる資料が必要となりま

すが、事業実施前にご提供いただくことは可能でし

ょうか？

Ａ１ 受託事業者決定後、事業実施前に提供します。

Ｑ２ 令和４年度の取組成果の普及について、令和５年

度のターゲットや将来的にどこまで普及させるか

のイメージはございますか？

Ａ２ 令和５年度については、個別のターゲットはあり

ませんが、将来的に県内全域の介護事業所へ普及さ

せていきたいと考えています。

Ｑ３ 何か所での支援を想定されていますでしょう

か？支援事業所数についても企画提案の内容とな

りますでしょうか？

Ａ３ 支援事業所数も企画提案の内容となります。

契約限度額の範囲内で支援可能であると考える

事業所数を提案してください。

Ｑ４ 「施設サービス以外のサービス種別」について、

具体的なイメージはありますでしょうか？支援対

象サービス種別の選定についても企画提案の内容

となりますでしょうか？

Ａ４ 支援する事業所は県で選定する際に助言いただ



5. 業務改善の方法につい

て

（仕様書：５実施内容）

【広報】

6. 広報ツールについて

（仕様書：５実施内容）

【そのほか】

7. 「業務実績書」、「見積

書」について

くこととなりますが、支援対象サービス種別につい

ては企画提案の内容となります。

Ｑ５ 「①介護サポーターの活用による業務改善」と「②

ICT 機器や介護ロボットの活用による業務」に重点

的に取り組むこととなっていますが、①と②は同じ

事業所で展開することが必須となっていますでし

ょうか？または、それぞれの手法を別の事業所で展

開しても差し支えないでしょうか？

Ａ５ ①と②は別の事業所で展開することを想定して

いましたが、同じ事業所で展開することも差し支え

ありません。

Ｑ６ 取組を周知するにあたって、静岡県の公式アカウ

ント等の広報ツールの活用は可能でしょうか？

Ａ６ 県で運営している SNS 等の広報ツールを利用す

ることは可能ですが、それとは別に独自の情報発信

方法について企画提案いただきたく思います。

Ｑ７ 7部提出のうち、6部は写し可との記載がありま

すが、「業務実績書」・「見積書」の原本とは、どの

ようなものを想定されていますしょうか？（業務実

績書、見積書に押印しない場合は、原本・写しの区

別がつかないものと理解しております。）

Ａ７

＜見積書＞

押印ありの場合は、押印した原本１部、写し６部を御

用意ください。

押印なしの場合は、様式内に以下の欄を設けて御記入

いただいたものを７部を御用意ください。



＜業務実績書＞

こちらは原本と写しの区別がないため、内容を御記入

いただいたものを７部御用意ください。
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